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固体状態で中性子照射した FLiNaBe およびチタン添加 FLiNaBe をアルゴン気流中で加熱し、放出される

トリチウムの挙動を観測した。600℃ではチタンによるトリチウム吸収の効果が見られ、650℃ではチタンか

らのトリチウム脱離が観測された。 
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1. 緒言 

核融合炉ブランケットにおけるトリチウム挙動の把握は、核融合炉の安全性と燃料サイクル成立性の観点

から重要な課題である。溶融塩 FLiNaBe は、高温でも安定で MHD 圧損が小さく、有望な液体ブランケット

候補材料であるが[1]、水素溶解度が小さいため、生成トリチウムの輸送過程において配管からのトリチウム透

過漏洩が懸念される。実効的な水素溶解度を高めるため、FLiNaBe へのチタン(Ti)添加が提案されている[2]。

本研究では、FLiNaBe 試料と Ti 添加 FLiNaBe 試料を作製し、京都大学研究用原子炉にて、固体状態の試料に

中性子照射を行った。その後、九州大学にて照射試料を加熱し、溶融 FLiNaBe から放出されるトリチウムの

挙動を観測した。 
2. 実験内容 

不活性ガス雰囲気において、ニッケル製坩堝でフ

ッ化リチウム(LiF)、フッ化ナトリウム(NaF)、フッ

化ベリリウム(BeF2)粉末を混合し、加熱用のステン

レス鋼容器に設置した。パージガスを流通させなが

ら、500℃までの昇温と室温までの冷却を複数回繰

り返し、粉末の溶融混合と不純物ガスの除去を行っ

た。作製した FLiNaBe の一部を抽出し、Ti を添加し

た後、再び溶融混合を行った。 
調整した試料粒子を石英管あるいはポリエチレ

ンバッグに封入し、中性子照射を行った。照射フル

ーエンスは、1.65×1015cm-2とした。照射後試料は、

九州大学に移送し、トリチウム放出実験を行った。

実験装置概略図を図 1 に示す[3]。試料は、モリブデ

ン坩堝に充填し、ステンレス鋼容器内に設置した。

アルゴンガスを流通させながら加熱し、放出される

トリチウムは、トリチウム回収システムにて捕集し

た。HTO は-70℃程度に冷却したコールドトラップ

に凝縮捕集し、TF は第 1 水バブラー(WB1)で捕集

した。HT は酸化銅で HTO に変換した後、第 2 水バ

ブラー(WB2)で捕集した。 
3. 結果・考察 

実験中、第 1、第 2 水バブラー中の水を 10 分間隔

でサンプリングし、液体シンチレーションカウンタ

ーでトリチウム濃度を測定した。トリチウムの多く

は、HT として放出された。図 2 に Ti 添加、非添加

試料からの HT 放出速度の時間変化を比較する。

600℃での放出速度の差は、Ti によるトリチウム吸

収の効果と考えられ、650℃での鋭い放出ピークは、

Ti に吸収されたトリチウムの脱離によると考えら

れる。発表では、物質移動現象について考察する。 
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図 1 FLiNaBe からのトリチウム放出実験装置 

図 2 FLiNaBe からの HT 放出速度 
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